
農業と科学部主ふれi(す;L官民!2討 発行所東京都千代田区霞が関3-2一5 惑が関 ビル 編集兼発行人:柴 回 観
チッソ旭肥料株式会社 定価: I部35円

H
H
U
 

T--
E
L
 

n
H
u
 

n
L
U
 

n
M
H
 

E
L
 

'dι l
 

-
B
E
t
-

-T
E
 

R
H
H
 

F
島

L

F
L
E-

-H
M
H
 

a
a
"
 

の、

u・・両

-
nu 

自
由
民
…

・・
4
.. 

，R咽

1977 

1 
独自の製品を開発して

農業の発展に貢献を期待

Zチッソ旭肥料株式会社
代表取締役社長

新年おめでとうございます。新しい年を迎えるにあた

り， 一言ご挨拶申し上げます。

当社がチッソ株式会社と旭化成工業株式会社の輝かし

い歴史と伝統をもった肥料部門を統合，新発足致しまし

てから既に 7年有余経過致しました。この間，当社の肥

料事業の発展につきまして，皆様方から温かし、ご支援を

いたxきましたことを，厚く御礼申し上げます。

この 7年間，世界の政治経済は48年の石油ショックを

契機として大きく揺れ動きました。農業界，肥料業界に

とりましても，まさに試練の激動期であったといえまし

ょう。

水田の減反政策への急転回，それを逆なでするかのよ

うにわれわれを揺さぶった地球的食糧危機到来論の黒い

陰影，それを克服する方途としての食糧自給率向上論の

台頭など，国内農業の重要性を再認識すべきだとする動

き，きでは石油をはじめとする資源ナショナリズムの胎

動など，これらの動向が肥料原料に与えた深刻な経済的

影響は，誠にめまぐるしく ，幾多のむずかしい問題を引

き起しております。

しかし， 日本の経済事情が今後どのように変化してい

こうじ農業界に要請される基本的構想は「食糧の安定

供給」の確保であって，これは古今を通じて不変の鉄則

だと思います。

このためには，栽培技術の向上 ・開発をはかるととも

に， r農家経済をより豊かにする」ことが必要でありま

しょう。本年は農業生産者の皆様はじめ農業関連事業に

携わる者全員が，明るい見通しをもってご活躍される年

であって欲しいと念願している次第であります。

当チッソ旭肥料株式会社は，技術陣の多年にわたる研

究努力によりまして，緩効性窒素肥料として rCDUJ

を，また硝酸系高度化成肥料として「燐硝安加里」を普

及してまいりましたが，これらは，いずれも肥効，施肥

の合理化，作物の品質向上のため， r土壌を荒さない」

戸 郎

ことを念願とした，極めてユニークな特徴を持つ肥料と

して好評を頂いております。今後も一段と技術力を結集

し，農業の発展に貢献できますよう，新肥料の開発，栽

培技術の研究等に最大限の努力を致すつもりでございま

す。皆様方の絶大なるご支援とご指導を賜わりますよう

よろしくお願い申し上げます。

「農業と科学」も，お蔭をもちまして本号で第85号と

なりました。本誌は肥料を中心に企画致してはおります

が，これにとらわれることな く，広く農業技術全般にわ

たって編集してまいり，幸い好個の文献，資料として予

想外の好評を頂いております。発行者と致しまして，こ

れに過ぐる喜びはございません。これはひとえに皆様方

の長年にわたるご愛読，ご支援と，ご執筆下さいました

諸先生方のご協力のお蔭と，深 く感謝しております。

今後，一層内容を充実し， 少しでも皆様のお役に立つ

よう努力したいと存じますので，何卒自由なご意見とご

批判を賜わりますようお願い申し上げます。

最後に，皆様方のご多幸とご繁栄をお祈りして新年の

ご挨拶と致します。
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